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てんかんは、脳内の神経細胞の異常な電気的興奮に伴って痙攣や意識障害などが発作的

に起こる慢性疾患である。発作のタイプにより、てんかん全体の約 6割を占める部分てんか

んと約 4割を占める全般てんかんに大別される。このうち、部分てんかんは脳の電気信号の

異常が一部分に限定されているが、中には異常が二次的に脳全体に広がり、全般性の発作に

なる場合がある 

 

【効能・効果】 

 てんかん患者の部分発作（二次性全般化発作を含む） 

 

【用法・用量】 

成人にはラコサミドとして 1 日 100mg より投与を開始し、その後 1 週間以上の間隔をあ

けて増量し、維持用量を 1日 200mgとするが、いずれも 1日 2回に分けて経口投与する。な

お、症状により 1 日 400mg を超えない範囲で適宜増減するが、増量は 1 週間以上の間隔を

あけて 1日用量として 100mg以下ずつ行うこと。 

 

【禁忌】 

本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者、重度の肝機能障害のある患者［使用経験がな

く、ラコサミドの血中濃度が上昇するおそれがある。］ 

 

【副作用】 

日本および中国での臨床試験では 59.4%に副作用（臨床検査値異常を含む）が認められて

いるため投与の際は十分に注意する。主な副作用としては、浮動性めまい（27.5%）、傾眠

（10.4%）、頭痛、嘔吐（それぞれ 5.9%）、悪心（5.5%）、白血球減少（3.4%）などがあり、重

大なものは房室ブロック、徐脈、失神、中毒性表皮壊死融解症、皮膚粘膜眼症候群、薬剤性

過敏症症候群、無顆粒球症が報告されている。 

 

【作用機序】 

ラコサミドは電位依存性ナトリウムチャネルの緩徐な不活性化を選択的に促進し、過興

奮状態にある神経細胞膜を安定化させることによって抗けいれん作用を示すと考えられて

いる。 



【特徴】 

ラコサミドは既存の抗てんかん薬とは異なり、電位依存性ナトリウムチャネルの緩徐な

不活性化を選択的に促進することで、過興奮状態にある神経細胞膜を安定化させる薬剤で

ある。また海外では、有用性以外にも臨床的に重要な薬物相互作用が認められないこと、薬

物動態プロファイル、服薬継続率などの観点から多くの利点があると評価されている。 

 

【使用上の注意】 

腎機能障害患者（Ccr 30mL/min以下の重症および末期腎機能障害）および軽度・中等度

の肝機能障害患者（Child-Pugh 分類 A および B）では 1 日最高用量を 300mg までとし慎重

な投与が必要になる。また血液透析を受けている患者には、1日用量に加えて血液透析後に

最大で 1回用量の半量を追加投与するなど、臨機応変な対応が求められる。 

 

【考察】 

従来、部分発作に多く使われているカルバマゼピンと比較するとＣＹＰによる相互作用

がないため、多剤併用中患者に使いやすく、たんぱく結合率も 15％以下のため生理機能が

低下している高齢者にも使いやすいと考えられる。2017年 8月 25日より単剤療法でも使用

可能になったため、多剤併用中の高齢者に対しての薬物治療に大きく貢献できると考えら

れる。 

ただし、副作用に関しては浮動性めまいが一番多いので高齢者に使用する場合は浮動性

めまいによる転倒には十分注意するように投薬口で指導すべき。 

 

【質問事項】 

Ｑ ラコサミドの作用点とカルバマゼピンの作用点は同じと考えてよいか 

Ａ 同じ電位依存性ナトリウムチャネルに働くがラコサミドはカルバマゼピンと比べると

緩徐な不活性化を選択的に促進する。 

以上 

 

 


